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新しい研究領域の展開が期待できる． 

④ VLMC 材料と製法に関する研究 

これまでのマイクロヒートパイプに比べ極度に薄い肉厚，長さ，微細内面構造を実現する必要があり，製

法にブレークスルーが求められる． 

 

発足時のメンバー 

主査 中山 恒 

幹事 石塚 勝  畠山 友行   （富山県立大） 

委員 鈴木 康一，富村 寿夫，伏信 一慶，中川 慎二，中村 元，結城 和久 

 魏 杰 （富士通），堀内 敬介（日立），高松 伴直（東芝）， 

 松本 圭司（日本ＩＢＭ），望月 正孝（フジクラ） 

 公募： 下記テーマに興味を持たれ研究を進めておられる方々 

 ナノスケール演算回路のエネルギー消費 

 ナノスケール配線材料（高電気伝導度，高熱伝導率） 

 マイクロスケール非定常熱伝達（解析，計測） 

 マイクロスケール非定常構造解析 

 マイクロチャンネル内混相流の熱輸送限界 

 冷媒の比熱向上策 

 化学・熱・電気エネルギー転換（関連：燃料電池） 

 バイオシステムにおける情報処理とエネルギー消費 

 

期間： 2014.02.01 ~ 2016.01.31 

2014.05.22  伝熱シンポジウムにおける紹介 

2014.11.01  第 1 次研究報告会 

2015.01.31  伝熱シンポジウムでのパネル討論企画 

2015 年内に他学会，研究支援機関への提案を検討する． 

2016.01.31  最終報告会 

期間中，進捗状況を見て随時検討会を開催 

 

 


